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　町は、現在５人が活動している地域おこし協力隊員に、乾藍那さん(34)を新
たに委嘱しました。乾さんは札幌市出身。京都市立芸術大学卒業後、イタリア
のヴェネチア国立美術大学院で６年間油画を学びました。帰国後は北海道日伊
協会でイタリア語の講師を務めていた異色の経歴の持ち主です。
　応募のきっかけは、両親が共に大学教授で自宅の本棚には伝統的住居や美術史の衣装に関する書物も
あり、幼少の頃からそこに記載されたアイヌ文化に親しみを感じてきたことが一つにあったということ
です。また、自然豊かな土地で暮らしたいと願っていた乾さんは、ウポポイを見学に白老を訪れた際、
４才の息子さんが虫を捕まえたりして遊ぶ姿を見て白老で暮らせたらと思いました、と言います。
　活動はアイヌ文化・歴史の広い発信、関係団体の組織運営支援、文化の保存伝承支援などですが、
「勉強して学んだことをストーリーマンガにしてＳＮＳで発信したい。白老の魅力やアイヌ文化の素晴
らしさを伝えられれば」と意欲を見せています。委嘱状を手渡した古俣博之副町長は激励の言葉をかけ
期待を寄せていました。（10月１日）
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初のアイヌ文化振興担当　町地域おこし協力隊の乾さん
～文化・歴史の普及・ＰＲに期待～


